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新書にこだま'1歌ごえ

エレクトーンにあわせて民謡や歌謡曲� 

H乍年 7月からぺ;伏ごえてい幸せの和を広げようやと毎

Fヘ、

，:1 

lH生� 2 2 
死亡� 2 3 

転入� 12 14 26 
転出� 10 11 21 

1月号:::~-

町民のうごき
月 l回第 3土曜日に練習している歌ごえクラブ。 世相数� 1，930 男� 4.073 

入門�  8.225 女� 4.152 

新聞恵diさん(横瀬)の叫くエレクトーンの伴奏に 昭和52年 12月l日現(f

男女

あわせて， 民話や歌謡曲を大合唱。 このあとひとりひ

りが舞台でお得意のi泊をー 曲づっ。 日ごろ伴奏にあわ

せ，マイクの前で歌う機会の少ない主婦も，この日と

は、かりに� l当伎ののどを披露。I

この歌ごえクラブは，男女50名が参加。� 72歳の大山

般さん(中山 )を最年長者に平均年齢が 40歳をこえる。

ふだん仕事にいそがしいクラブ員も月� l皮の練習を楽

しみにしています。� 
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勝

浦

町

長

職

務

代

理

者

勝
浦
町
助
役

小 

兵

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
堺
福

一
町
長
は
昨
年
五
月
二
十
三

い
ま
す
。

日
以
来
高
血
圧
症
の
た
め
、
六
か
月

新
し
い
年
の
始
め
に
あ
た
り
、
み
余
り
に
わ
た
り
療
措
置
を
続
け
ら
れ
て

な
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
お
り
ま
し
た
が
、
去
る
十
二
月
定
例

ら

お

祈

り

申

し

上

げ

ま

す

。

議

会

に

退

職

を

申

し

出

ら

れ

、

談

会

一
昨
年
四
月
か
ら
、

二
期

自

の

町

の

ご

同

意

を

得

て

十

二

月
三
十

一
日

政
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
公
約
を
果
た
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

す
た
め
日
夜
専
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
退
職
に
至
る
ま
で
の
問
、
私
ど
も

西

平
素
は
町
議
会
に
対
し
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
だ
ま
わ
り
心
か
ら
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
後
新
憲
法
の
も
と
、
新
し
く
地

方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
昨
年

で
三
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
に
地
方
自
治
は
幾
多
の
起
伏

の
道
を
歩
ん
で
来
ま
し
た
が
、
住
民

の
自
治
意
識
の
向
上
と
共
に
、
着
実

に
前
進
を
重
ね
て
今
日
に
至

っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
低
経
済
成

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
ご

消
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
た
び
町
議
会

の
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
十
二
月
三

十

一
日
を
も

っ
て
勝
浦
町
長
の
臓
を 

は
、
再
三
に
わ
た
り
新
年
度
予
算
を

審
議
す
る
三
月
談
会
ま
で
療
養
に
専

念
し
、
再
起
を
は
か
つ
て
ほ
し
い
と

進
言
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
町
長

ご
自
身
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は

誠
に
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ

以
上
ご
迷
惑
を
お
掛
け
で
き
な
い
う

え
に
、
自
ら
の
出
処
進
退
を
誤
り
た

く
な
い
と
い
う
強
い
ご
意
志
で
、
任

期
途
中
の
退
職
を
ご
決
意
さ
れ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
勝
浦
町
始

ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ

に
青
天
の
へ
き
れ
き
で
、
そ
の
対
応

と
重
血
貝
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
堺
町
長

の
ご
意
志
を
体
し
て
、
全
職
員
が
一致

団
結
し
て
、
勝
浦
町
の
発
展
の
た
め

長
の
も
と
、
間
の
行
財
政
の
運
営
は

き
わ
め
て
き
び
し
い
局
面
に
立
た
さ

れ
、
わ
た
し
た
ち
議
只

一
同
は
住
民

意
志
の
代
表
機
関
と
し
て
の
使
命
を

強
く
自
覚
し
町
民
各
位
の
付
託
に
こ

た
え
る
た
め
最
善
の
努
力
を
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
岐
か
い
ご
指
導
と
ご


支
媛
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新


年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。


H

退
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
四
月
、
第
五
代
勝


浦
町
長
に
就
任
以
来
み
な
さ
ん
の
温


か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
得
ま
し
て


H

こ
の

六
年
八
か
月
間
.
常
に 

初
心

忘
る

べ
か
ら
ず 

を
座
右
の
銘
と
し

て
、
私
な
り
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て

に
全
力
を
あ
げ
る
決
意
を
悶
め
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
率
的
の
も
と
に
あ
り

な
が
ら
も
、
町
議
会
を
は
じ
め
町
民

各
位
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
得

ま
し
て
、
本
年
度
に
予
定
し
て
い
ま

す
各
種
事
業
も
順
調
に
進
み
、
昭
和

五
十

一
年
度
か
ら
継
続
士
卒
業
と
し
て

怨
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
古
川
公
営

住
宅
も
、
い
よ
い
よ
完
成
の
運
び
と

な
り
、
ま
た
、
初
年
度
を
迎
え
た
牒

村
総
合
務
備
モ
デ
ル
卒
業
も
、

二
千

三
百
万
円
の
予
算
で
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
が
、
国
の
景
気
浮
効
策
に

よ
る
公
共
事
業
費
予
算
の
増
幅
制
に
よ

り
、
こ
れ
が
三
倍
に
増
額
さ
れ
る
こ

と
が
確
定
し
て
お
り
ま
す
。

議

長
副
議
長

議

し
か
し
、

一
方
で
は
長
び
く
不
況

に
追
い
打
ち
を
か
け
た
昨
年
秋
以
来

の
円
高
恐
慌
に
よ

っ
て
、
企
業
倒
産

失
業
者
泉
地
な
ど
社
会
不
安
は
地
大

し
、
内
外
と
も
に
多
事
多
難
の
と
き

を
迎
え
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
行

財
政
運
営
も
、
ま
さ
に
正
念
場
を
迎

え
た
感
が
深
く
き
わ
め
て
厳
し
く
受

け
と
め
る
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
で
も
、
こ
の
う
え
と
も
町
行

政
に
対
し
て
格
別
の
ご
忽
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

以
上
諸
般
の
ご
報
告
と
、
新
し
い

年
を
迎
え
る
決
意
を
申
し
述
べ
、
新

年
の
'
」
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
11 11 

員� 
ηH 11

に
ま
か
せ
ず
、
こ
れ
以
上
町
民
の
み

な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
の

は
私
の
本
怠
で
な
く
、
こ
こ
に
任
期

途
中
で
械
に
申
し
訳
な
く
存
じ
ま
す

が
退
職
の
お
許
し
を
い
た
だ
い
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
四
十
六
年
町

山

路

保

義

小

関

武

夫

員 

問
本
山
川
凶
治

抑

架

義

雄

11 " "11 11 1/ 

立

棒

一

夫

山

本

美

芳

山
下
向
旦
寿

生

田

敏

岡

重

夫

河

貯

寅

雄

西

浜

勝

己

き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
は
か
ら
ず
も
昨

年
五
月
二
十
三
日
以
来
六
か
月
余
に

わ
た
り
病
気
療
薬
を
余
儀
な
く
さ
れ

こ
の
問
、
み
な
さ
ん
か
ら
温
か
い
励

ま
し
の
お
言
葉
や
、
点
心
こ
も
る
お

兄
嫁
を
賜
り
な
が
ら
も
、
病
状
思
う

あいさつ RE 
さ
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退任の


堺

戸¥  

/¥  

ヌb込

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

最
後
に
、
今
日
ま
で
私
に
寄
せ
ら

れ
た
町
議
会
を
は
じ
め
、
町
民
の
み

な
き
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
深
〈
深

く
感
謝
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
て
、
退

り

、

し

み

じ

み

と

こ

の

詩

に

思

い

を

無

量

の

思

い

で

あ

り

ま

す

。

る

さ

と

勝

浦

の

限

り

な

い

ご

発

展

を

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

中
国
税
利
、
中
根
義
広
、
長
田
武
司

新
居
普
一
、
新
居
芳
明
、
西
上
秀
明

西
浦
意
哲

(
は
)

橋
谷
義
博
、
日
浦
誠
一
、
平
尾
学

平
岡
敏
和
、
平
岡
法
宏
、
平
山
卓

福
田
昌
司
、
藤
野
真
一

(
ま
)

松
村
究
、
{
呂
田
和
重
、
富
田
新
二

宮
床
昌
宏

(
や
)

柳
湾
裕
之
、
柳
淳
良
昭
、
山
口
一
郎

山
口
和
正
、
山
西
栄

一、

山
西
豊
治

山
野
博
史
、
山
野
義
弘
、
横
尾
輝
男

吉
田
武
資

i
i
i
'
!
'
i
i
l
i
l
i
-
-
F
i
l
l
-
-
1
1
i
t
e
-
a

平
畠
祥
子
、
平
間
美
智
、
平
山
智
子

T

舟
井
つ
や
子
、
堀
寿
子

(
ま
)

前
里
吉
一
代
、
松
鷹
早
苗
、
松
並
文
子


、
岡
明
美
、
問
し
の
ぶ
谷
崎
千
春
、
回
村
由
紀
子
、
鶴
代
紀
子

丸
岡
則
子
、
水
口
千
鶴
、
宮
浦
成
子


宮
本
ひ
と
み
、
村
上
仁
美
、
森
洋
子


(
や
)


山
景
泉
、
山
川
滑
美
、
山
川
幸
子


山
口
喜
司
子
、
山
口
郡
久
美
、
山
口
玲
子


山
田
扶
美
子
、
山
平
真
由
美
、
山
丸
裕
子


山
本
博
子
、
積
井
啓
子
吉
岡
京
子


後
①

養
っ
て
く
れ
た
も
の
に
対
す
る
愛

れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
横
瀬
小
学
校
こ
の
よ
う
な
悲
喜
こ
も
ご
も
の
感

が
完
成
し
、
創
立
百
周
年
記
念
行
事
慨
を
抱
き
な
が
ら
、
こ
の
六
年
八
か

慕
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
る

こ
の
詩
は
、
当
時
徳
島
県
郷
土
文
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
月
間
に
得
た
数
々
の
体
験
と
教
訓
を

化
会
館
長
だ
っ
た
向
島
安
市
先
生
か
に
工
夫
を
こ
ら
し
た
お
み
こ
し
を
担
胸
に
、
一
町
民
と
し
て
静
か
な
療
養
生

ら
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
い
で
運
動
場
を
練
り
歩
く
姿
を
見
た
活
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
‘

い
ま
、
町
長
の
職
を
去
る
に
あ
た
と
き
な
ど
、
今
思
い
起
こ
し
て
感
慨
私
が
生
れ
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
ふ

/

立

木

¥

玄

戊

長
就
任
以
来
、
教
育

・
文
化
施
設
の

可 

献
血
備
を
は
じ
め
、
厚
生
福
祉
施
設
、

道
路
交
通
網
の
髭
備
、
生
活
環
境
施

設
の
綬
備
、
産
業
の
娠
興
な
ど
多
く

の
公
約
を
掲
げ
そ
の
実
現
に
向
け
て

文
字
ど
お
り
だ
馬
に
む
ち
打
ち
頑
張

っ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

二
期

日
の
任
期

一
年
四
か
月
を
残
し
、
ま

た
そ
の
公
約
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
に

退
職
す
る
こ
と
は
、
械
に
心
苦
し
く

り
ま
す
。

残
念
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
私

け
れ
ど
も
、
町
長
で
あ
る
た
め
に
一
岸
上
好
男
、
岸
野
基
覚
、
木
下
和
義
鶴
岡
寿
雄
、
寺
岡
規
士
口
、
寺
谷
吉
生

の
苦
衷
お
察
し
い
た
だ
き
、
ご
寛
容

賜
り
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

た
あ
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
多
一
鴻
本
治
、
小
林
敏
治
、
小
林
幸
生

私
は
、
ふ
る
さ
と
を
も
っ

¥

パ 

ノ 

ノ 

¥
l
l
r
λ
什 

ぞ
れ
は
悲
し
み
で
あ
り
愁
い
で

-
I
折
プ
ホ
ー
(
/
「
ー
、 

-
¥
'
I
J
-
当
時
一
こ

ノ
¥
戸
ゐ
手
と
/
徒
ぐ

あ
りと

き
に
は
堪
え
が
た
い
重
荷
で
も

あ
る

杉
生
京
子
、
鈴
木
郁
子
、
生
家
一
恵

さ
れ
ど

t
l
R
/
1
F
¥
i
i
/
I
I
¥

そ
の
悲
し
み
こ
そ
慾
い
こ
そ
重
荷

i

こ
そ

J
7

¥
l
J

Y

、

・
男
子

重
荷
を
感
じ
た
こ
と
も
幾
度
か
あ
り

一

(

あ

)

(

さ

)

ま
し
た
。
と
り
わ
け
病
気
療
養
中
は
、

一
鮎

川

勝

、
東

公

刷

、

一
日
も
早
く
全
快
し
職
務
に
復
帰
で

一
井

上

剛

き
る
こ
と
を
滞
情
し
な
が
ら
療
養
に

専
念
い
た
し
ま
し
た
が
、
町
長
と
い

は
せ
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
、
こ
の

六
年
八
か
月
の
問
に
は
堪
、
え
が
た
い

近
藤
秀

一

稲

岡

俊

行

堺

健

司

、

坂

口

善

彦

、

坂

部

宣

行

猪
子
和
党
、
上
回
敬
治
牧
野
秀
樹
、
末
成
和
彦
、
杉
本
企
明

一
桜
哲
男
、
大
久
保
均
、
大
西
健
生
鈴
木
白
山
山
男
、
鈴
木
良
昭

…

(
た
)

一
押
栗

孝

往

、

尾

花

浩

平

博

好

、

滝

口

議

文

、

竹

村

和

維

大
高
懲
治
、
大
谷
高
由
、
岡
田
孝
志

う
鍾
資
は
、
四
六
時
中
私
の
脳
裏
か

一
(
か
)

田
中
勝
、
谷
口
裕
志
、
谷
口
雅
彦

一
線
勢
和
夫
、
稼
勢
嘉
範
、
典
、
山
博
之
谷
端
良
次
、
谷
脇
正
彦
、
玉
置
博

ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ

味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
喜
び
も
、
ま
一
北
時
三
起
大
、
久
保
智
秀
、
楠
敏
治
戸
田
裕
章
、
戸
田
芳
彦

(
な
)

く
の
方
々
の
ご
援
助
を
得
て
、
農
村
一

総
合
整
備
モ
デ

ル
事
業
の
地
域
指
定

一

が
受
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
七
年
間
に
一

十
数
億
円
を
投
じ
て
本
町
の
産
業
振

一

興
や
農
村
環
境
整
備
の
基
本
路
線
が
司

女

子

確
立
し
た
こ
と
や
、
朝
桐
先
生
の
胸
一
(
あ

)

(

た

)

像
建
立
に
際
し

町
内
外
四
百
名
に

一

歪
藁
菓
子
、
伊
丹
美
恵
、
市
原
公
子
高
田
幸
子
、
高
山
和
子
、
武
田
昌
美

一

上
回
悦
子
、
粗
野
志
生
英
、
大
本
文
子
多
国
洋
子
、
立
石
博
子
、
谷
加
代
子

一

大
祭
ω琴 

主

要

事

業

(
上
)
犠
瀬
小
学
校

〈
由 
1
)

立
川
ゴ
ミ
焼
却
場

(
下
)
生
比
阜
市
保
育
所

一

岡
本
稔
子
、
岡
本
良
子
、
沖
成
幸
子
弦
本
さ
と
英
、
殿
川
尚
子

一

尾
西
奨
由
美

(
な
)

一

(

か

)

中

尾
道
子
、
中
尾
暖
子
、
中
国
初
嘉

一

関
船
啓
子
、
相
好
子
、
勝
占
洋
子
長
田
一
厚
子
、
長
通
松
美
、
中
山
淳
子

一

加
藤
喜
伏
チ
、
川
口
ト
モ
エ
、
神
田
友
子
西
川
州
国
見
、
新
居
茂
美
、
新
居
芳
香

山

衆
山
郁
子
、
木
下
郁
代
、

回
一
…
回
京
子
西
和
代
、
西
海
夏
江
、
呑
口
昌
子

一

小
山
差
子

(
は
)

一
(
さ
)

作
本
由
美
子
、
島
美
由
紀

橋
本
愛
子
、
演
幸
恵
、
林
裕
子

一

坂

口

福

子

、

日

真

由

美

、

平

嬰

輩

、

平

岡

政

代

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
新成人名簿



昭和53年 l月 1日 ザコ つ ら 第91号 (4) 

京|入|/J /1 "佳"作� 
11 11 11 "" 
 "" 
1:lz: 1:lz:位"
集11 1 亙 /1 �  1:lz:位 

11 

坂横横生生生生生生生坂横生生生生生坂生
ノj、小� IJ、ィ、ィ、小ノト小小ノj、ノトィ、ノトノj、小小ノj、小 ノl、 ま間

11 
11 /1 H" 

不i久生 山石中生 沼生 生棚

カλ

i韓民選挙啓発任期購健きる421

l

(
啓
発
ン

リ 

ズ
)

な
い
、
き
れ
い
な

選
挙
を
笑
現
す
る

た
め
に
、
一
昨
年

は
公
職
選
挙
法
、

政
治
資
金
規
正
法

の
大
幅
な
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

改
正
新
法
に
よ

り
昨
年
は
、
参
議

院
議
員
選
挙
と
、

お
金
の
か
か
ら

ま
す
。

徳
島
県
知
事
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
残
念
な
こ

と
に
そ
の
後
の
新

聞
報
道
で
も
ご
承

知
の
よ
、 
7
に
、
懇

質
違
反
の
事
例
が

後
を
た
た
な
い
現

状
で
す
。

そ
こ
で
今
年
も

昨
年
に
引
き
続
き

小
・
中
学
校
児
童

生
徒
を
対
象
に
、

作
文
を
募
集
し
ま

し
た
。
多
数
の
応

募
作
口
聞
の
な
か
か

ら
、
厳
正
に
審
査

し
た
結
果
次
の
か

た
が
入
選
し
ま
し

た
な
お
、
入
選
作

品
の

一
部
を
広
報

で
ご
紹
介
い
た
し

。
中
学
校
の
部 部L-...J� 

¥-

J反棚与生星石生中中今坂機桂ト中星山生坂生原因名西 原角:7'，江名名聖子�  
本'Jl子偽名谷原名角角山本瀬谷角谷西名本名

清

水

千

代

池

谷

文

子

福

良

懲

子

吉

岡

道

也

宮

本

厚

子

福

井

啓

子

岡

真
理
子

構

図

和

子

柳

沢

延

昭

岡

山

実

山

田

里

美

船

崎

恵

美

山

本

妙

子

森

久

美

前
回
み
ゆ
き

竹

林

佳

美

肥

回

隆

司

構

内

由

紀

海
川
恵
美
子

波

千

代

子

高

木

一

子

福

良

毅

中

井

威

臣

岩
本
岐
志
子

松

浦

一

恵

柳
谷
真
由
美

遊

亀

明

美

河
野
小
百
合

大

本

和

代

松

下

博

之 

‘三ない運動"

を
進
め
て
い
ま
す
。 

J
ニ
な
い
運
動
向

と
い
う
の
は
、
贈
ら
な
い
、
も
ら
わ

な
い
、
求
め
な
い
と
い
う
内
容
の
も

の
で
す
。

と
こ
ろ
で
理
想
的
な
選
挙
と
は
、

ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
自

分
は
、
こ
の
人
な
ら
政
治
を
ま
か
せ

て
も
大
丈
夫
だ
、
と
確
信
を
も

っ
て

し
て 

J
こ
な
い
運
動 

国
区
の
参
議
院
の
選
挙
が
あ
り
ま
し

た
。
投
票
率
は
ど
う
だ
つ
た
で
し
ょ

う
か
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
五
日
に

も
、
ま
た
知
事
選
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
少
し
、
私
の
考
、
え
を
訟
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
、
勝
浦
町
で
は
、
正

し
い
選
挙
、
き
れ
い
な
選
挙
を
め
ざ

昨
年
、
七
月
十
日
に
地
方
区
、
全

H

と
い
う
運
動

の心得で
渡千 代 子さん

自
分
の
応
援
す
る
党
じ
ゃ
な
い
か
ら
」

な
ど
と
い
う
会
話
を
耳
に
し
ま
せ
ん

「
あ
の
人
に
入
れ
た
い
ん
だ
け
れ
ど

「あ
の
人
は
、 

党
だ
か
ら
」

O
O

投
票
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
理
想

的
な
政
治
に
一
歩
づ
っ
前
進
す
る
だ

ろ
う
し
、
平
和
な
世
の
中
が
築
か
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

不
正
な
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
ら
ど
う

な
る
で
し
ょ
う
か
。
お
金
で
大
切
な

一
一
泉
が
買
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
。
と
う
ぜ
ん
、

お
金
の
た
く
さ
ん
も
っ
て
い
る
人
の

勝
。
そ
ん
な
人
ば
か
り
で
政
治
が
運

営
さ
れ
た
ら
、
た
ち
ま
ち
不
平
が
つ

の
り
、
争
い
が
始
ま
り
、
け
っ
し
て

平
和
な
世
の
中
に
な
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
も
テ
モ
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
み
う
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

少
し
ず
つ
世
の
中
が
乱
れ
て
い
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
い
い
す
ぎ
じ
ゃ
な

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
党
で
決
め
る
の
も
、

よ
し
悪
し
だ
と
思
い
ま
す
。

、、ー

自
分
が
信
頼
、
そ
し
て
噂
敬
で
き
る

人
に
、
大
切
な
一
票
を
入
れ
る
こ
と

な
の
で
す
。
そ
の
一
票
は
大
き
く
、

そ
し
て
私
た
ち
の
願
い
を
き

っ
と
か

な
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
今
、
十
五
オ
。
選
挙
権
を
、

得
る
ま
で
に
は
あ
と
五
年
か
か
り
ま

す
。
五
年
後
の
日
本
、
世
界
は
ど
う

変
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
十
年
先
、

二
十
年
先
、
五
十
年
先
も
、
ず
っ
と

選
挙
に
よ
っ
て
政
治
に
た
ず
さ
わ
る

人
を
決
め
る
こ
と
は
、
か
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
正
し
い
選
挙
が
行
な

わ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
平
和
な
家
庭
、

平
和
な
日
本
、
世
界
が
築
か
れ
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

今
こ
そ
、
全
国
民
が
、
政
治
に
、

政
治
の
た
め
の
選
挙
に
目
を
向
け
る

時
な
の
で
す
。

に
も
左
右
さ
れ
ず
、
自
分
の
意
志
で
、

い
、
求
め
な
い
か
ら
始
ま
り
、
だ
れ

の
ご
と
く
、
贈
ら
な

い
、
も
ら
わ
な

そ
し
て
全
国
民
が

勝
利
』
な
ど
と
報
道
さ
れ
て
い
る
の

を
見
る
と
、
ま
る
で
党
の
た
め
の
、

党
同
士
の
選
挙
に
し
か
息
え
ま
せ
ん
。

今
の
選
挙
は
、
矛
盾
し
て
い
る
所

も
あ
る
よ
う
で
す
。
平
和
な
世
の
中

に
な
る
に
は
、
ま
ず
正
し
い
選
挙
か

ら
。
正
し
い
選
挙
は
、
自
分
か
ら
。

く
も 

』
と
か
、
『 

党
、
大

i
l
l
-
-

O
O

の
選
挙
で
、
新
聞
に
『 

党
お
し

O
O

そ
の
人
で
す
。
党
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

人
聞
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
前

の
も
問
題
で
す
。
一
番
大
切
な
の
は
、

か
。
こ
う
一
方
的
に
決
め
て
し
ま
う

J
ニ
な
い
運
動
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
明るい選挙啓発作文の入選作きまる

MUS04
テキストボックス
選挙啓発シリーズ三ない運動の心得で
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任
で
も
な
い
の
に
多
く
の
人
か
ら
わ

け
へ
だ
で
さ
れ
、
不
幸
に
な
っ
て
い

く
子
ど
も
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
子

ど
も
た
ち
に
背
を
む
け
、
無
削
心
で

い
て
は
、
戦
後
三
十
年
に
わ
た
り
日

本
人
が
築
き
あ
げ
て
き
た
民
主
教
育

は
、
そ
の
重
点
の
一
つ
を
見
失
っ
て

い
る
の
だ
と
も
い
わ
れ
ま
し
ょ
う
。

い
ま
、
全
国
の
学
校
で
同
和
教
育
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
深
い
反
省
と
、

強
い
認
識
が
叫
ば
れ
て
い
る
わ
け
は
、

必
ず
し
も
、
同
対
法
に
示
さ
れ
て
い

る
か
ら
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
校
で
は
、
子
ど
も
の
理
想
像
と

し
て
、
は
ち
き
れ
る
よ
う
な
元
気
さ

を
持
ち
、
設
と
て
も
仲
よ
く
協
力
が

で
き
、
も
の
ご
と
に
つ
い
て
慎
重
で

理
論
的
に
考
、
え
る
カ
と
、
優
し
く
暖

か
な
心
情
を
持
つ
子
ど
も
を
育
て
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

ま
た
、
(
差
別
し
も
い
。)
(
差
別
を

さ
せ
な
い
。
)
(
差
別
を
許
さ
な
い
。)

と
い
う
同
和
教
育
の
目
標
と
決
裂
の

関
係
を
な
し
て
い
ま
す
。

"はさけん

電線近くての

学
習
時
間
中
に
優
秀
児
が
、
不
振

人
間
尊
重
の
精
神
を

育
て
る
教
育

同
和
教
育
の
進
め
方
に
つ
い
て

理
由
も
な
く
、
ま
た
、
自
分
の
資

児
に
対
し
て
低
越
感
を
い
だ
い
た
り
、

ま
た
、
腕
力
の
必
要
な
場
で
男
が
女

を
軽
べ
つ
し
た
り
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
、
学
校
生
活
の
中
に
も
小
さ
な

差
別
事
象
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

本
校
で
は
、
児
'主
た
ち
の
学
校
生

活
に
お
け
る
全
分
野
で
、
人
間
尊
重

の
精
神
を
育
て
る
と
と
も
に
、
も
の

ご
と
の
根
本
に
た
ち
か
、
え
っ
て
正
し

い
判
断
の
で
き
る
力
を
養
う
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
六

・
七
時
間
の
同
和

教
育
特
設
時
間
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
年
に
応
じ
た
同
和
教
育
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
要
点
は

次
の
と
お
り
と
な

っ
て
い
ま
す
。

低
学
年
で
は
、
持
ち
物
や
、
身
な

り
、
お
う
ち
の
職
業
な
ど
に
よ

っ
て

仲
間
は
ず
れ
に
し
な
い
よ
う
な
指
持

を
行
、っ
。

お
た
が
い
に
尊
重
し
あ
い
、
協
力

し
あ
う
学
級
の
雰
凶
気
づ
く
り
を
す

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
が
自

分
の
考
え
を
進
ん
で
い
え
る
よ
う
に

す
る
。

中
学
年
で
は
、
自
分
た
ち
の
ま
わ

り
に
お
こ
る
差
別
の
例
を
考
え
、
そ

の
原
凶
を
つ
き
つ
め
て
考
え
あ
い

そ
れ
ぞ
れ
自
分
で
判
断
で
き
る
力
を

育
て
る
。
能
力
や
、
男
女
の
差
、
家

刷
、
家
業
、
く
ら
し
の
位
皮
な
ど
に

よ
っ
て
差
別
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を
も
と
に
し
て

々
え
さ
せ
る
。

向
学
年
で
は
、
貧
・
い
、
家
刷
、
住

ん
で
い
る
地
域
、
版
業
主
ど
に
よ

っ

て
差
別
な
識
を
も
つ
こ
と
の
不
合
型

な
こ
と
、
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
る
と
と
も
に
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
、
ま
た
、
全
体
の
問
題
と

し
て
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
迷
信
、

封
建
性
に
も
と
ず
く
不
合
理
、
矛
盾

を
知
ら
せ
、
同
和
問
題
に
気
つ
か
せ
る
。

以
上
の
よ
う
な
計
画
で
学
校
で
は

同
和
教
育
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
教
育
ほ
と
家
族
や
、
一
般
地
域

社
会
の
援
助
や
協
力
の
必
要
な
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
と
な
の
軽
率
な

一一
一日
で
学
校
教
育
で
築
い
た
も
の
が

く
ず
れ
去

っ
た
例
さ
、
え
あ
る
ほ
ど
で

す
。
町
民
全
員
の
か
た
の
ご
協
力
や

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

-1月定例行政相談一

と

一
月
十
三
日

き

(
金
)
午
後
一
時 
1
三
時


と
こ
ろ


住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー


相
談
員


徳
島
行
政
監
察
局


大

塚

重

美


行
政
相
談
委
員


中

村

芳

生


も
と
に
か
か
る
こ
と
が
多
く
、
し
か

も
値
段
が
高
い
た
め
、
ム
リ
を
し
て

取
り
外
そ
う
と
す
る
た
め
、
感
電
や

つ
い
湾
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

脅
電
線
に
ご
注
意

電
線
近
く
で
の
タ
コ
あ
げ
は
危
険


で
す
。
お
た
が
い
に
気
が
つ
い
た
ら


注
意
し
あ
い
ま
し
ょ
う
。


二
の
よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意

-R
|四国電力|

、勝浦音頭グが

レコー

教育委員会では，ふるさとづ

くり運動の一環として「勝浦音� 

E良をレコードイヒしました。� 

このレコードは勝浦urrの四季

おりおりの風景が歌いこまれて

今
年
も
タ
コ
あ

げ
の
ン
|
ズ

ン
が

や
っ
て
き
ま
し
れ

紋
近
、
ア
メ
リ
カ

産
の
タ
コ
や
、
こ

れ
を
ま
ね
た
ハ
デ

な
タ
コ
が
流
行
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ

れ
ら
の
タ
コ
は
、

「
科
学
タ
コ 

と

呼
ば
れ
、
真
上
に

あ
が
る
も
の
や
、

ハ
バ
夕
、
キ
な
が
ら
飛

ぶ
も
の
ま
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
に
電
線

L

J
Z

す
た
め
一
定
信
に
登
る
こ
と
。 

竹
や
持
切
れ
で
ひ

っ
か
か

っ
た
タ

コ
を
取
り
は
ず
す
こ
と
。 

電
線
に
ひ

っ
か
か

っ
た
タ
コ
糸
は

危
険

・:・
ぜ
っ
た
い
に
さ
わ
ら
る

い
こ
と
。

脅
す
ぐ
連
絡
を

電
線
に
タ
コ
が
ひ

っ
か
か

っ
た
と

き
は
、
す
く
四
国
電
力
(
一
一
二
二
九

番
)
へ

ご
迎
絡
く
だ
さ
い
。

O O O

、。

おり，踊りの図解も つき ，E堅商

lこは，� 阿波踊リヵ、吹きこまれて

います。� 

このレコードは� 400FLJで自己

布します。数が限られています

からお早く，� お申しi会。みく� fごさ

L

ひ
う
か
か
っ
た
タ
コ
を
取
り
は
ず

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
同和教育シリーズ

MUS04
テキストボックス
電線近くでのタコあげはきけん
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努ル)

入

賞
賭
俊

郎
一

H

中学生従‘社会を明るくすQII

弁論大会

・

校

く
学

輝

酔

賞に

舵

野
中
学
校
三
年
大
三
弘
下
さ
ん
が
巡

ん
は
悩
禿
れ
に
巡
ば
れ
、
谷
川 
了
さ

ば
れ
ま
し
た
。

(
県
大
会
で
県
教
育

会
長
賞
受
賞 
)

勝
浦
中
学
校
か
ら
は
三
年
の
波
千

代
子
さ
ん 

(棚
野 
)
と
谷
智
子
さ
ん

(
横
瀬
)
の
二
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

十

一
月
十
八
日
、

小
松
山
中
学
校

で
、
第
二
十
四
回
小
松
島
・
勝
浦

・

上
勝
地
区
の
社
会
を
明
る
く
す
る
中

学
生
弁
論
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

中
学
生
徒
た
ち
が
青
少
年

の
非
行
の
現
状
に
対
し
て
と
の
よ
う

な
見
方
や
考
え
方
を
拘
っ
て
い
る
か
、

そ
の
純
兵
な
意
見
を
聞
き
、
背
少
年

の
向
党
を
促
す
と
と
も
に
大
人
の
参

考
に
も
し
て
、
明
る
い
社
会
の
建
設

に
寄
与
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
毎
年

開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
各
校
二

名、
 

(小
松
島
中
は
三
名
)
、
計
十

三
名
の
出
場
者
が
十
分
以
内
の
待
ち

時
間
で
自
分
の
意
見
を
述
べ
‘
品
旨

・

言
語

・
態
皮
を
事
肘
査
基
準
で
競
い
あ

い
ま
し
た
。
参
加
し
た
全
貝
の
者
が

テ
!
?
に
其
正
聞
か
ら
と
り
く
ん
だ

内
谷
で
、
並
々
と
自
分
の
意
見
を
発

表
し
、
府 

の
古
川
い
弁
論
大
会
で
し
た
。

一
絡
先
の
結
果
、
松
川
悦
秀
賞
に
は
、
坂

十朋野

波千代子さん

波
千
代
子
さ
ん
は

「
母
に
感
謝
す
る
」

と
い
う
論
題
で
、
現
在
病
気
で
長
期

に
わ
た

っ
て
入
院
中
の
お
父
さ
ん
に

か
わ

っ
て
一

家
の
位
と
な

っ
て
い
る

お
母
さ
ん
の
姿
を
梢
き
、
苦
し
さ
の

中
で
も
明
る
さ
を
失
わ
ず
お
互
い
を

さ
さ
え
あ

っ
て

い
る
家
族
、
そ
の
中

て
自
分
の
進
ん
で
ゆ
く
べ
き
道
を
さ

ぐ
り
一
家
の
支
え
に
な
ろ
う
と
す
る

自
分
の
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。
ま
た

行責� j頼

谷 ん芳、子却
田

ん
は
わ
ず
か
の
差
で
努
力
投
に
な
り

ま
し
た
が
、
放
優
究
者
に
も
決
し
て

見
劣
り
し
な
い
り

っ
ぱ
な
弁
論
で
し

た
。青

少
年
問
題
は

み
ん
な
で

青
少
年
育
成
県
民

運
動
普
及
座
談
会

汗
少
年
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ

と
は
、
全
て
の
人
々
の
願
い
で
あ
り
、

よ
り
良
い
涼
境
の
中
で
、
背
少
年
が

生
活
し
育
て
ら
れ
て
い
く
の
は
、
大

人
の
資
務
と
も
い
、
え
る
。

県
背
少
年
育
成
県
民
会
談
、
県
教

育
委
員
会
、
県
肱
宵
祭
本
部
、
県
』
川
少

年
婦
人
諜
が
主
催
し
、
十

一
月
十
丘

日
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
関
係
者
五
十
名

が
参
加
し
て
、
官
少
年
育
成
川
町
民
巡

動
の
座
談
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
官
少
年
の
た
め
に
、
健

全
る
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
と
、
本
円
少

年
を
取
り
ま
く
社
会
環
境
の
浄
化
と

い
う
二
点
で
み
ん
な
の
怠
比
を
交
換

を
し
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。

て
タ
ご
飯
だ
け
で
も
家
族
そ
ろ
っ

た
問
ら
ん
の
時
を
過
ご
そ
う
。

マ
山
叫
が
チ
、

他
人
の
子
の
灰
一別
な
く

愛
情
を
も
っ
て
お
互
い
に
注
怠
し

合
え
る
よ
う
な
地
成
社
会
づ
く
り

に
つ
と
め
よ
う
。

マ
独
立
し
た
子
供
部
屋
は
友
達
が
柴

ま
り
や
す
い
の
で
段
境
に
日
を
配

ば
ろ
う
。

マ
交
通
安
全
に
つ
と
め
よ
う
。

と
い
う
の
が
主
な
内
谷
で
し
た
。

勝
浦
町
心
身
障
害
児

就
学
指
導
委
員
会

置
グ

心
身
に
障
害
を
も
っ
児
童
生
徒
に

適
切
な
教
育
を
行
な
い
、
そ
の
能
力

を
伸
ば
し
、
人
械
の
完
成
を
図
る
こ

と
は
教
育
の
機
会
均
等
の
理
念
を
実

現
す
る
う
え
で
極
め
て
大
切
な
こ
と

て
す
。

心
身
障
害
児
の
教
育
は
そ
の
障
害 

山
日
出
男
(
医
師
)

長

木

紳

夫

(勝
中
教
諭
)

の 

鍛
や
脱
皮
に
応
じ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
成
川市
は
則
作
で
き
な
い
わ
け

で
す
。
現

α町
内
各
学
校 

(
生
小
・

椴
小

・
勝
中 
)
に
特
殊
学
級
が
設
泣

き
れ
、
主
と
し
て
ザ
カ
の
お
く
れ
た

児
童
を
対
象
と
し
て
一
人
ひ
と
り
の

能
力
に
応
じ
た
指
呼
を
し
、
大
き
な

成
果
を
収
め
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
養
護
学
校

の
義
務
制
笑
地
か
予
定
さ
れ
児
童
生

徒
の
過
正
な
判
別
と
過
切
な
就
学
指

与
を
行
弘
、
つ
た
め
の
組
織
と
し
て
、

町
教
育
委
貝
会
内
に
心
身
障
害
児
就

学
指
導
委
只
会
が
設
溢
さ
れ
ま
し
た
一

教
育
の
谷
間
と
い
わ
れ
て
き
た
心
身

隊
害
児
教
育
に
、
今
後
よ
り

一一
層
き

め
の
細
か
い
教
育
相
談
な
り
指
導
を

行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
生
涯
の
幸
せ
の
た
め

に、
 

ζ

父
兄
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
認

識
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

-
勝
浦
町
心
身
隊
害
児
就
学
指
導
委

会
長
古
岡
高
美
雄
(
教
育
長
)


副
会
長
長
尾
知
巳 
(勝
中
校
長 
)


委

員

太

田

重

嘉

(

医

師

)


井

公

子

(生
小
教
諭 
)


沢
井
元
一
(
坂
小
教
諭
)


北

山

陰

(生
小
教
諭 
)


殿
川

早
苗 

(横
小
教
諭 
)


美
馬
美
登
(
生
小
校
長
)


相

原

亨

(

横

小

校

長 

)


中

西

啓

(

坂

小

校

長 

)


岡
田
武
(
忠
雄
鵠
)

H
m

Mm

m

11 11 11 11

員
会

11 11 11 /1 /1 

号八，� 

a又

¥} 

谷
智
子
さ
ん
は
、
「
吋
少
年
の
白
殺
」

と
い
う
論
題
て
、

批
近
よ
く
お
こ

っ

て
い
る
青
少
年
の
自
殺
の
問
題
を
と

り
あ
げ
、
自
分
の
休
験
を
過
し
て
そ

の
原
因
を
追
求
し
、
官
少
年
の
心
の

持
ち
方
の
あ
る
べ
き
姿
を
々
、
ぇ
、
自

分
の
生
き
方
を
見
つ
け
よ
う
と
し
ま

し
た 
c

審
査
の
結
来
、
一
段
千
代
チ
さ 

こ
の
座
談
会
を
要
約
し
て
み
ま
す

マ マと
ま縫うごの勾
ず全 。ろ日月
続な のと第
と明 生定一
二Jニる 活め自
のし、 を、1Ii'il
対家 話家日
話庭 しIi:失を
かつ、 合そ�  l勝
らく つろ 浦

リ てつ町
せは みて家
め、 よ日庭

\~ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
中学生と社会を明るくする弁論大会出場者二人優秀賞と努力賞に輝く勝浦中学校
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老
木
間
と
不
良
系
統
の
改
植

今
月
か
ら
来
月
に
か
け
て
は
比
較

的
ひ
ま
な
月
で
す
。
こ
の
こ
か
月
で

改
植
作
業
を
す
す
め
、
コ
一
月
下
旬
に

は
優
秀
な
系
統
の
苗
木
が
植
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

改
胞
の
方
法
と
し
て
も
っ
と
も
能

率
が
良
く
、
し
か
も
効
果
の
高
い
の

は
小
型
ブ
ル
ト
|
ザ 

を
利
用
す
る

方
法
で
す
が
、
こ
れ
は
ご
く
一
部
の

幽
に
限
ら
れ
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
闘

で
は
人
力
に
頼
っ
て
い
る
の
が
実
状

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
人
力
で
改
植

す
る
具
体
的
な
方
法
に
つ
い
て
説
明

V て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
最
も
よ
い
の
は
伐
線
、
切
枝

の
処
理
後
、
株
や
そ
の
周
辺
の
太
被

を
掘
り
取
り
、
焼
却
す
る
か
図
外
に

運
び
出
し
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

抜
岡
山
は
チ
リ
ホ
ー
ル
や
チ
ェ
ン
プ


ロ
ツ
コ
な
ど
の
道
具
を
利
用
す
る
の


が
よ
い
で
し
ょ
う
。

(
希
望
者
は
産


業
談
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。)


そ
の
後
金
聞
に
十
日
当
り
苦
土
石

灰
を
二
十 

三
十
袋
程
度
施
用
し
、

種類 本数 間隔� 

3.5M 
×80本早生� 
3.5M 

5.0M 
普通� 40本� × 

5.0M 

~、、

/¥  

出
来
る
だ
け
深
く
ク
ワ
て
全
市
中
耕

を
し
ま
す
。

植
穴
掘
り
の
間
隔
は
品
種
に
よ
り

の
と
お
り
て
す
。

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
改
柏
面
積

や
図
の
条
件
、
労
働
力
な
ど
を
考
、
ぇ

自
分
の
家
に
あ

っ
た
方
法
を
採
用
し

上
層
土

下
層
土

J

マ
苦
土
石
灰
二
♂
マ
柏
崎
リ
ン
一

マ
鶏
フ
ン
か
、
た
い
肥
(
い
ず
れ
も
よ

く
乾
い
た
も
の 
)
五
♂

10アール当り最終

定植本数

埋
め
戻
し
は
表
層
土
を
先
に 

(
下
層

へ
入
れ
る 
)
下
層
土
が
上
に
な
る
よ

う
に
し
ま
す
。

も
お
、
植
穴
は
大
き
い
ほ
ど
定
締

後
の
生
育
が
よ
い
の
で
事
情
の
併
す

か
ぎ
り
大
き
い
{
八
を
掘

っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
槌
穴
に
水
の
た
ま
る
お
そ

れ
の
あ
る
畑
で
は
、
穴
を
浅
く
幅
広

く
行
う
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

抜
恨
除
去
の
で
き
な
い
か
た
は
、

で
き
る
だ
け
株
を
低
く
切
り
、
校
の

処
理
を
行
い
ま
す
。
植
穴
に
つ
い
て

は
前
演
と
同
じ
で
す
。

ま
た
風
地
巡
回
し
て
気
づ
く
こ
と

は
、
古
い
木
や
惑
い
木
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
、
そ
の
横
に
新
ら
し
く
苗
木

を
定
植
し
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
成
績
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。
す
で
に
こ
う
い
っ
た
方
式

で
や
ら
れ
て
い
る
畑
で
は
、
思
い
切

っ
て
古
木
や
系
統
の
悪
い
も
の
を
切

り
倒
し
、
苗
木
に
十
分
日
光
を
当
て
、

充
実
し
た
木
に
し
て
や
り
た
い
も
の

Vで
す
。

※
槌
穴
掘
り
に
さ
き
だ
ち
果
実
を


述
び
だ
す
方
向
や
、
傾
斜
な
ど
を
考


え
、
通
路
は
必
ず
確
保
し
て
お
き
ま


し
ょ
、
っ
。


前
向
定
時
期
で
す
。
特
に
梅
は
急
い

で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
各
種
類
ご
と

に
結
果
習
性
が
ち
が
い
ま
す
か
ら
、

基
本
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
「
収 

枯
慨
を
し
や
す
く
す
る
」
こ
と
を
主
体

に
お
考
え
く
だ
さ
い
。

い
よ
い
よ
本
格
的
な
出
荷
期
と
な

り
ま
し
た
が
、
う
ど
ん
こ
病
が
県
下

全
域
に
多
く
、
十
二
月
に
発
生
注
意

報
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
三
・
四
月
に
激
発

す
る
の
で
な
い
か
と
心
配
で
す
。

-
防
除
方
法
と
注
意
点

ハ
ウ
ス
内
温
度
が
十
八 

二
二

度
で
多
発
す
る
の
で
、
日
中
は

二
五
度
程
度
と
し
、
発
病
適
温

を
で
き
る
だ
け
さ
け
て
く
だ
さ

薬
剤
散
布
は
予
防
に
重
点
を
お


き
、
発
病
を
認
め
た
ら
散
布
間


隔
を
短
く
し
集
中
的
に
散
布
。


こ
の
場
合
高
温
時
の
薬
害
に
注


意
し
て
く
だ
さ
い
。


散
布
に
当
つ
て
は
禁
裏
、
果
梗


果
実
に
む
ら
な
く
か
か
る
よ
う


念
入
り
に
し
、
多
発
の
場
合
は


+
町
三 
O
O
川町
以
上
散
布
し
、


十

μ
に一 

1
一
一
月
川
の
展
着
剤
を


必
ず
添
加
し
て
く
だ
さ
い
。


過
湿
、
過
乾
、
濃
度
障
害
な
ど


に
よ
る
根
腐
れ
や
成
り
す
ぎ
な


ど
に
よ
り
草
勢
が
衰
え
た
時
に


V

多
発
の
傾
向
が
あ
る
の
で
、
じ


vvv 

ゅ
う
ぶ
ん
な
肥
培
管
理
を
し
て


く
だ
さ
い
。 

i

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い

第
三
国
勝
浦
町
芸
術
展
示
会

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
が
芸
術
に
親

し
み
、
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
次
の
と
お
り
芸
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

あ
な
た
も
作
品
を
出
品
し
て
鑑
賞

し
合
い
ま
し
ょ
う
。
作
品
の
持
ち
込

み
、
受
付
は
十
二
日
ま
で
で
す
。

。
展
示
期
間

一
月
十
四
・
十
五
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

。
場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー
全
館

。
展
示
内
容

写
真
、
書
道
、
絵
画
、

生
花
、
盆
栽
、
手
芸
の
六
部
門
と

リ
フ
ォ
ー
ム
(
一
再
生
利
用
)
、
不

用
品
交
換
即
売
会
、
大
豆
料
理
コ

ン
ク
ー
ル
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
，

不
用
品
交
換
即
売
会

不
用
ロ
聞
の
交
換
と
即
売
会
を
住
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
多
数

ご
出
品
く
だ
さ
い
。

不
用
に
な
っ
た
子
供
用
品


。
衣
料
品
な
ど


そ
の
他
不
用
に
な
っ
た
も
の


出
品
物
の
値
段
、
ま
た
は
即
売
で


き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
役
貝


に
お
任
せ
く
だ
さ
い
。


大
豆
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

。
出
品
内
容


手
づ
く
り
の
農
産
物
加
工
品


(
保
存
食
も
含
む
)


大
豆
と
大
豆
加
工
品
(
豆
腐
お


か
ら
な
ど
)
を
使
っ
た
料
理
と


お
や
つ
、
加
工
品


O O O O

異
り
ま
す
が
、
最
終
定
組
本
数
は
次

植
穴
は
直
径
六
十
句
、
深
さ
六
十

日
ン
く
ら
い
の
穴
を
は
り
、
こ
の
植
穴

一
つ
に
つ
き
、
次
の
土
壌
改
良
資
材

を
全
体
に
む
ら
な
く
混
和
し
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ
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締め切りは 1月20日•
・

コ
ミ
を
出
し
て
い
る
方
に

'
J

お
知
ら
せ

1J込

l古川町営住宅入居者募集|

ら 第91号

農
業
委
員
会
の
選
挙
人
名
簿

(8) 

務
忘
れ
危
〈 

…
H
H

の
登
録

消防団出初式

恒例の消防団出初

式は.� 1月 3日に勝浦

中学校グラウンドで行

います。

開会式は，午前 9時� 

30分から始めますが団

員のかたは.� 7時30分

までに集合してくださ

し、。

なお，雨天の場合は，

同体育館に午前� 9時ま

でに集合してください。

族
又
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

年
間
お
お
む
ね
六
十
日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
と
股
業
委
員
会

が
認
め
た
か
た
。

以
上
の
袈
件
が
満
た
さ
れ
て
い
て

も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
ず
内
刷
業
委
只
会
委
只
選
挙
人
名
簿

』

受
絞
申
前
誌
を
指
導
部
長
さ
ん
を
通


じ
て
一
月
二
十
日
ま
で
に
凹
拠
出
し
て


く
だ
さ
い
。


公
募
す
る
住
宅
の
家
賃
等

廃
棄
物
手
数
料
の
改
正

昭
和
五
十
一
年
度
ゴ
ミ
処
理
貨
の

今
年
は
股
業
委
貝
会
の

委
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
選
挙
人
資
格

は
、
次
の
三
つ
の
要
件
を

必
要
と
し
ま
す
。 

-

そ
の
選
挙
が
行
わ
れ

る
終
業
委
以
会
の
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
か 

決
算
額
は
一
、
一
七
五
万
五
八
二
円

う
ち
加
入
者
か
ら
処
理
手
数
料
と
し

て
徴
収
し
た
の
が
一
六
五
万
四
千
二

三
六
円
で
加
入
者
負
担
は
十
四

・
一

行
で
す
か
ら
、
一
世
締
約
一
万
円
を

町
代
で
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

五
十
二
年
度
の
加
入
者
は
、
五
十

五
行
で
決
算
見
込
一
八
一 

万
円
。

O

町
税
と
し
て
徴
収
し
た
税
金
で
一
世

帯
約

一
万
五

千
円
を
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
よ
う

に
諸
物
価
の
高
騰
と
負
但
の
公
平
に

よ
り
一
月
一
日
か
ら
一
般
廃
棄
物
取

扱
手
数
料
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま

し
た
か
ら
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
世
帯

一
か
月

飲 食

食
料 市立
。目n 家

!甫 前 庭� 

O O 四� 

O O O 
O O O 
円 同 円

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ 

ω

ー
成
人
の
日
は

国
民
年
金
加
入
の
日 
1

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
に
住
む
日
本
人
は
、
二
十
歳

に
な
れ
ば
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に

な
る
こ
と
に
、
法
律
で
き
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
加
入
か
ま
だ
な
ら
、
い
ま

す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
す
ま
せ
ま
し

ょ、
 

7
。

年
金
は
あ
な
た
の
老
後
を
支
、
え
る

も
の
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
障
害
年
金
、
母
子
年
金
、

遺
児
年
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
は
、
欧
米
な
み

の
給
付
レ
ベ
ル
と
、
物
価
ス
ラ
イ
ド

制
を
採
用
し
て
い
ま
す
か
ら
、
移
り

か
わ
る
物
倒
に
、
こ
の
年
金
額
が
年

々
連
動
し
て
、
速
い
老
後
に
な
っ
て

掛
け
金
期
聞
が
長
い
ほ
ど
、
高
い

も
十
分
あ
な
た
の
生
活
に
役
だ
ち
ま

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
今
す

す
。
現
在
の
保
険
料
は
、
月
に
二
千

ぐ
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

二
百
円
で
す
が
、
ほ
か
に
月
四
百
円

た
だ
し
、
他
の
年
金
に
加
入
し
て

の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
多
い 

い
る
人
は
、
国
民
年
金
に
入
る
必
要

4
4
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

は
あ
り
ま
せ
ん
。

年
齢
が
尚
二
十
歳
以
上
の
か
た

農
地
面
積
を
十
日
以
上
め
耕
作

を
営
む
か
た
、
も
し
く
は
同
居
の
親

古川町営住宅の完成に伴う入居者を次のとおり公募します。

jll 入
考� 1百
方 者
法 的

家

貨

筆

物名1 

呈
話

建場設

戸斤

戸

数

士見

格

等� 

居I入時

l¥Il 

にび勝
よ管i荷
り理町
選条営
考例住�  
すの宅�  
る規設� 
。定置� 

及

月
宮買� 

五

O 
O 
O 
円� 

古
111 
住
宅

所第� 
得二
者種
向町
{主営

毛)宅住

1氏

H浦非

町

大字

主長
b→ー� 

古
)11 

売JZL 

向

五
戸

階五重床筒
)娃四面易
浴(、機耐

室二五五火
、階畳間構造

品u‘、 ー

所、一一(
、"'1増八 一

i更畳ノ、~m'階一一・� 
所(、、)

有 二 四 居

日召

手口
五
ート

年

月

1=1 

寸・

定� 

入居申込受付期間

・昭和53年� 1月6日から� 1月12日まで

入居申込先

・町役場住民街全i上謀

入居申込用紙

・住民福祉課にあります。

¥} 

¥-

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
お忘れなく農業委員会の選挙人名簿の登録

MUS04
テキストボックス
ゴミ出ししている方にお知らせ
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金

三

千

円

『

わ!たしの� 

l!i;待 日品:;;e

ぐJt/f1}P> 

殿
川
忠
次
郎 

ん 

(
棚

中

川

利

信

さ

ん 

(
坂

山
村
多
喜
夫
さ
ん 

(
沼

前
回
チ
エ
子
さ
ん 

(槻

大
久
保
利
子
さ
ん
(
今

栗

城

初

江

さ

ん 

(
中

金

三

万

円


大
岡
圭
之
進
さ
ん
(
山


遊
具
購
入
に
も
七
万
円

Y

西

沼
江
保
育
所
へ
、
遊
山
地
出
也
市
さ
ん

(
掛
谷
)
か
ら
遊
具
の

購
入
と
し
て

七
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
が
、
町
善
意
銀
行
へ
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
心
か
ら
あ
っ
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
「
A
I

す
ぐ
」
と
か
、

「
明
日
工
事
を
」
と
い
う
よ
う
な
急

の
ご
注
文
を

い
た
だ
い
て
も
-
}
希
望

に
応
じ
さ
れ
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
屯
訴
工
事
の
計
画
が

で
き
上
っ
た
時
か
ら
、
早
め
、
早
め

に
ご
庄
文
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

屯
話
の
使
い
か
た
、
電
話
用
配
管

な
ど
電
話
の
ご
相
談
は
二

0
0
0番 

(無
料
)
へ

お
屯
話
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う

こ
"さ
い
ま
し
た

-
香
典
返
し
に
か
え
て

金

三

万

同

金

七

万

円

金

五

万

円

ン
ョ
ベ

〈 

1
消
き
大
地
に
爪
を
立

て

中

山

門

田

宏

司

岬
滑
り
合
え
る
相
手
が
あ
っ
て
今
日
気

負
い

四
十
年
わ
が
生
き
ざ
ま
を
ふ
り
返
る

立

川

橋

本

倒

夕
焼
に
明
日
、
え
の
ラ
イ
ト
燃
や
し
て

ヲ争台
風
が
そ
れ
て
晩
酌
追
加
す
る

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

正
月
に
ブ
ー
ツ
が
欲
し
い
ア
ル
ハ
イ

・
ド 平

穏
な
顔
に
師
走
の
風
き
び
し

捌

野

太

田

正

ギ


初
孫
の
名
前
も
添
、
え
て
賀
状
く
る


子
の
こ
と
が
孫
に
変

っ
た
嫁
の
文


櫛

瀬

中

国

万

里

独
り
者
ど
こ
か
の
ん
び
り
タ
支
度

花
嫁
を
迎
え
る
し
ゅ
う
と
か
し
こ
ま

る

生

l

前

田

清

吉

き

ん 

(
掛

木
下
登
士
口
さ
ん
(
中

谷角I頼山

山

平

茂

市

さ

ん 

(
横

金

五

千

円

大

川

胤

雄

さ

ん 

(
中

鶏
を
追
え
は
不
服
な
剖
酬
を
向
け

人
前
を

つ
く
ろ
ひ
焼
芋
7
1
に
買
わ
せ

坂

本

日

浦

翠

峰

採
算
が
ム
ロ
わ
ぬ
覚
悟
で
密
柑
採
る

一
年
を
治
め
て
夕
日
丸
〈
入
る

坂

本

谷

富

士

仕
事
終
え
安
ら
ぎ
と
す
る
コ 

・
そ
の
他

金

一

万

円

中

岡

白

光

さ

ん

(与
川
内 
)

電
報
電
話
局

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
も
、
電
報
、
電
話
の
利
用
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

。
電
話
工
事
の

ご
注
文
は
早
め
に
。

住
宅
や
庖
舗
の
増
改
築
、
引
越
し

な
ど
に
伴
う
電
話
の
増
設
、
移
転
工

事
な
ど
の
ご
注
文
は
、
十
日
く
ら
い

前
か
ら
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

電
話
局
で
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な

電
話
工
事
の
注
文
が
あ
り
工
事
に
あ

た
っ
て
は
、
申
し
出
順
に
工
事
を
行

う
よ
う
機
材
の
準
備
や
、
担
当
者
の

編
成
な
ど
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い 

y
プ
溜 

神
様
も
あ
き
れ
る
願
い
初
詣

こ
ぼ
れ
湯
を
君
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
書
い

て
消
す

沼

江

紙

谷

黒

喧

何
も
か
も
知

っ
て
し
ま
っ
た
日
の
無

口幸
せ
を
つ
主
ぎ
と
め
た
い
紐
を
選
る

沼

江

大

岡

小

校

中
東
の
火
薬
お
餅
に
練
る
サ
ダ
ト

ド
ル
抱
い
て
商
社
不
況
に
は
く
そ
笑

み輸
入
肉
下
ら
ず
向
菜
只
く
れ
る

仲

間

瀬

稼

勢

都

民

出
詠
は
毎
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
渓

稼
勢
広
夫
さ
ん 
(都
景
)
ま
で

町
内
在
住
の
か
た
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
歌
と
交
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
く
だ

さ
い
。ヘ

横

瀬 

山

平

志

信

上
勝
町

古

田

里

美

ヘ
与
川
内

山

本

昇

司

/
徳
島
市

大
林
真
由
美

ヘ
与
川
内 

武

田

裕

志

阿
南
市

阿
竹
美
保
子

品
お
く
や
み
申
し
ま
す

f f

坂中坂横倒

本山本瀬野

寺
井
ツ
ル
ノ
(
回
歳
)

山
平
定
古
口
(
印
歳
)

速

水

正

(

臼

歳

)

大
川
キ
ヨ
ノ 

(
部
歳 
)

美
馬
悦
子
(
四
歳
)

名

山

崎

花

江 

か
っ 

短
勤
職

新
春
献
の
舎

H

S

お
誕
生
お
め
で
と
う

u

-v



多
数
参
加
し
て
く
だ
さ
い

か
つ
ら
短
歌
会
は
、
社
会
総
合
大

学
短
歌
学
級
と
共
催
し
て
第
三
回
芸

術
展
示
会
に
新
泰
欽
の
会
を
開
催
し

ま
す
。
お
友
達
お
き
そ
い
の
う
え
ご

出
席
く
だ
さ
い

。

ロ
と

き

一
月
十
五
日
午
後
一
時

ロ
と
こ
ろ
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

ロ
そ

の

他

新

春

雑

詠
二
首
を

一
月

卜
日
ま
で
に
教
育
委
員

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ

き
し
。

秋

本

正

秋
本
三
郎

柴

田

猛

極
本
正
美 

-v
沼中今星
江角山谷

ご
結
婚
お
め
で
と
う

長長二

和

彦

制

限

子

め
ぐ
み

た
、
ぇ

女女女男
二

小野
山 上
英

1!1理� 
子樹

山山野江本聖子
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J土� 
'1'口

※ と レントゲン車日程表
※ 

き

と
こ
ろ

対
象
者

五
十
二
年
九
月
と
十
月
に
検
診
を

行
い
ま
し
た
が
、
受
け
ら
れ
た
か
た

が
少
な
く
、
二
回
目
の
結
核
検
診
を

行
い
ま
す
。
こ
の
検
診
は
、

一
年
に

一
度
は
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

民
の
義
務
で
す
。

レ
ン 

ゲ
ン
車
が

i

町
内
を
巡
回
し
ま
す
の
で

一
回
目
受

け
て
い
な
い
か
た
は
、
必
ず
受
け
て

く
だ
さ
い

。
料
金
は
無
料
で
す
。 

仕
事
着
の
ま
ま
で
ど
こ
で
も
向
自
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

t品 p

l月26日帰� 

時 間� 

石原センター9 :30-10 :00 

10:10-10:40 ill江古山広前� 

10・50-11・20 湯浅瓦工業所� 

11:30-12:00 柳原田中食堂前� 

13:00-13:40 生比奈l罪果f最前� 

13: 50-14:20 生比奈老人惣の家� 

l月27日掛� 10:00-10:30 玉の木 -五十四団地� 

今山集会所:10 11 -10 :40 

片，

00・:20-12 11 黒岩谷脇庖横� 

13:00-13: 30 星谷|襲来場� 

13:40-14:10 中山相!京庖前� 

l月30日) 10:00-10: 30 生比奈石IMI横� 

10:40-11: 10 生名生活センター� 

i 品11:20-12:00 !i t

横瀬消防事務所13 ∞-13:40 

13 :50-14 :30 与川内事業所� 

2月l日休l 10:00-10:30 古川中田敏明氏宅上の道� 

10: 50-11: 20 滝花製材所� 

11:30-12:00 坂本事業所� 

(月� 

13:00-13:50 JJJ>t;:集会所 

14:00-14:40 坂本キワダ橋付近

歳 
I日
ノレ

検
よさ人.

砂� 

一
月
十
三
日
幽

午
後
一
時
三
十
分 
1
二一
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十

一
年
十

一
月

一

i
日 

昭
和
五
十
二
年
て
月

二
十
八
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者

母
子
手
帳
を
お
忘
れ
な
く
/

不
用
犬
買
い
上
げ
日

成犬300円
小犬100円

保
育
所
入
所

申
請
の
受
付

昭
和
五
十
三
年
度 

(
四
月
か

ら
)

の
保
育
所
入
所
申
簡
の
受
付
を
つ
ぎ

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

。
入
所
で
き
る
人
員

横

瀬

保

育

所

一
二

五
人

生

比

奈

保

育

所

八

十

人

沼

江

保

育

所

三
十
人

。
入
所
で
き
る
要
件

保
識
者
の
仕
一
半
、
疾
病
な
ど
の
問
団

由
に
よ
り
、
家
庭
で
保
育
に
欠
け
る

児
+
戒
で
あ
る
こ
と
。

。
つ
ぎ
の
記
載
事
項
に
核
当
す
る
児

童
は
入
所
で
き
ま
せ
ん

伝
染
病
そ
の
他
悪
質
な
疾
患
を

有
す
る
者

身
体
が
段
拐
で
集
団
保
育
に
耐

え
れ
な
い
者

精
神
病
又
は
恋
婦
を
有
す
る
者

。
申
請
受
付
日
時

1 J-J 1日� JI幸浦病院�  

4日 上勝第� 2診療所� 

7臼 湯浅医院(横瀬) 

10日 !勝浦病院  

13臼 赤 岩 医 院�  

161:1 I1存� t甫病|完 �  

19日 上!勝珍療所�  

22日 山 凶 医 院�  

25日 勝 浦 病 院�  

281:1 診療所l2上勝者� 

31日 湯浅医院(横i頼)

マ
横

瀬

保

育

所

午
前
卜
時
か
ら
正
午
ま
で

マ
生
比
奈
保
育
所

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

マ
沼

江

保

育

所

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
て

。
申
請
手
続
き

各
保
育
所
の
受
付
日
に
、
申
前
訟

を
ご
持
参
く
だ
さ
い

。

な
お
、
申
請
書
は
、
該
当
者
に
一

月
中
旬
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

一
月
二
十
五
日

一
月
二
十
七
日

一
月
二
十
八
日

都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
は

マ
勝
浦
町
役
場

(
二
五
一
一
)

マ

勝

浦

病

院

(
二
五
五
五
)

町
役
場
に
通
知
が
あ
り
ま
す

マ
上
勝
珍
療
所 

八
八
五
四
(
五

八
八
五
回
(
六 

(
O

(
O

マ
湯
浅
医
院 
(仲
間
瀬 

)
(ニ 

一
五
二
)

三 

ニ
)

)
O

)
O

O

マ
山

酋

医

院

(三 

二
七
)

三
)

O

O
O

マ
上
勝
第
三
診
療
所 

1本目下iま7I時から� 1/ 

< tこ'さし、。� 

核

検

診

|急患のための夜間診療|
在宅当番医制が12月5日から実施

地域住民の急病患者の医療を確保するため，各

都市医師会のご協力で， 歯科診療を |徐き ， 不正宅当

番医flilJと第� 2次救急医療地設を定め，昭和52年12

月� 5日か ら実施しています。

勝浦郡内では，医師の当番を決めて夜間のみ急

病人の百合療を行L、ます。 ただし.重症急患のかた

は従来どおり第� 2次数急医療病院(小松仏日赤病

院など)で治療を受けることになります。

なお，� 1'E宅当番医I1計lによる診療は.主として内

科的な急忠， 料微な外仰の治療となりますが，� 1 

月分の当番医は日IJ表のとおりです o

O O O

一飼い犬は必ず

つないで下さい一

、~ !?加点

夜間救急当番表

平日診療については，従来どおりかかりつけの

王治医で受診することに変りはありません。� 

干H 午後 6時か ら担日1前9時まで� ※ わからないことは住民福祉課へお|甘い、合わせ� 
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